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議員提案第２号　刑事訴訟法の再審規定（再審法）の
改正を求める意見書について
刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見
書を国へ提出するもの

報告第1号　令和６年度松島町一般会計繰越明許費繰
越計算書
家計応援商品券配布事業及び地域観光支援クーポン発
行事業他７件

報告第２号　令和６年度松島町水道事業会計予算繰越
計算書
国道346号配水管移設工事

報告第３号　令和６年度松島町一般会計事故繰越し繰
越計算書

（都）根廻・初原線道路整備事業

議案第27号　専決処分の承認を求めることについて
（松島町町税条例の一部改正）
軽自動車税種別割の税区分等について所要の改正をし
たもの

議案第28号　専決処分の承認を求めることについて
（松島町都市計画税条例の一部改正）
地方税法の改正による条項ずれについて所要の改正を
したもの

議案第29号　専決処分の承認を求めることについて
（松島町国民健康保険税条例の一部改正）
基礎課税額及び後期高齢者支援金等課税額に係る課税
限度額の改正等をしたもの

議案第30号　専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度松島町一般会計補正予算（第８号））
ふるさと納税費において寄附金の増加に伴い対応した
もの

議案第31号　松島町個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部改正について
医療費助成事業等においてマイナンバーの利用を可能
とする改正

議案第32号　松島町特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

「国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律」
で定める報酬単価の改正が速やかに適用できるように
するための所要の改正

議案第33号　工事請負契約の締結について
工事名　　上竹谷地区避難施設建設工事
契約金額　70,950,000円
契約相手　株式会社川村工ム店

議案第34号　指定管理者の指定について
施設の名称　松島町文化観光交流館
指定しようとする団体　株式会社BBI花座
指定の期間　令和７年10月１日から令和13年３月31
日まで

議案第35号　令和７年度松島町一般会計補正予算（第
１号）
定額減税補足給付金事業費、戸籍住民基本台帳費、選
挙費、児童館費、町立小中学校ネットワーク環境改善
事業に係る補正等

議案第36号　令和７年度松島町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第37号　令和７年度松島町介護保険特別会計補正
予算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第38号　令和７年度松島町観瀾亭等特別会計補正
予算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第39号　令和７年度松島町水道事業会計補正予算
（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第40号　令和７年度松島町下水道事業会計補正予
算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第41号　松島町固定資産評価審査委員会委員の選
任につき同意を求めることについて
笠原甲子郎氏の松島町固定資産評価審査委員会委員の
任命につき同意したもの

令和７年 令和７年 第２回第２回 定例会 提出議案提出議案（６月議会）（６月議会）

令和７年第２回定例会　議案採決結果表
【賛成多数】 ※議：議長
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議案第29号 専決処分の承認を求めることについて
（松島町国民健康保険税条例の一部改正）

6月3日
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議案第41号 松島町固定資産評価審査委員会委員の選
任につき同意を求めることについて 同　意 12 1
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議員提案第２号　刑事訴訟法の再審規定（再審法）の
改正を求める意見書について
刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見
書を国へ提出するもの

報告第1号　令和６年度松島町一般会計繰越明許費繰
越計算書
家計応援商品券配布事業及び地域観光支援クーポン発
行事業他７件

報告第２号　令和６年度松島町水道事業会計予算繰越
計算書
国道346号配水管移設工事

報告第３号　令和６年度松島町一般会計事故繰越し繰
越計算書

（都）根廻・初原線道路整備事業

議案第27号　専決処分の承認を求めることについて
（松島町町税条例の一部改正）
軽自動車税種別割の税区分等について所要の改正をし
たもの

議案第28号　専決処分の承認を求めることについて
（松島町都市計画税条例の一部改正）
地方税法の改正による条項ずれについて所要の改正を
したもの

議案第29号　専決処分の承認を求めることについて
（松島町国民健康保険税条例の一部改正）
基礎課税額及び後期高齢者支援金等課税額に係る課税
限度額の改正等をしたもの

議案第30号　専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度松島町一般会計補正予算（第８号））
ふるさと納税費において寄附金の増加に伴い対応した
もの

議案第31号　松島町個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部改正について
医療費助成事業等においてマイナンバーの利用を可能
とする改正

議案第32号　松島町特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

「国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律」
で定める報酬単価の改正が速やかに適用できるように
するための所要の改正

議案第33号　工事請負契約の締結について
工事名　　上竹谷地区避難施設建設工事
契約金額　70,950,000円
契約相手　株式会社川村工ム店

議案第34号　指定管理者の指定について
施設の名称　松島町文化観光交流館
指定しようとする団体　株式会社BBI花座
指定の期間　令和７年10月１日から令和13年３月31
日まで

議案第35号　令和７年度松島町一般会計補正予算（第
１号）
定額減税補足給付金事業費、戸籍住民基本台帳費、選
挙費、児童館費、町立小中学校ネットワーク環境改善
事業に係る補正等

議案第36号　令和７年度松島町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第37号　令和７年度松島町介護保険特別会計補正
予算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第38号　令和７年度松島町観瀾亭等特別会計補正
予算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第39号　令和７年度松島町水道事業会計補正予算
（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第40号　令和７年度松島町下水道事業会計補正予
算（第１号）
職員の人事異動に伴う人件費の補正

議案第41号　松島町固定資産評価審査委員会委員の選
任につき同意を求めることについて
笠原甲子郎氏の松島町固定資産評価審査委員会委員の
任命につき同意したもの

令和７年 令和７年 第２回第２回 定例会 提出議案提出議案（６月議会）（６月議会）

令和７年第２回定例会　議案採決結果表
【賛成多数】 ※議：議長
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議案第29号 専決処分の承認を求めることについて
（松島町国民健康保険税条例の一部改正）

6月3日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議 12 1

議案第41号 松島町固定資産評価審査委員会委員の選
任につき同意を求めることについて 同　意 12 1
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を
整

備
す
る
こ
と
。

提
出
先

　
衆
・
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣

　
法
務
大
臣

質
疑
質
疑

赤
間
幸
夫
議
員 

な
ぜ
議
員
提
案

と
し
て
︑
こ
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
の
か
︒

櫻
井
靖
議
員 

再
審
制
度
の
現
行

法
に
は
問
題
が
あ
り
、
再
審
開
始

の
決
定
に
10
年
も
か
か
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
国
会
で

も
超
党
派
で
法
改
正
の
議
論
が
進

ん
で
お
り
、
松
島
町
議
会
と
し
て

も
迅
速
な
意
思
表
示
が
必
要
と
判

断
し
、
提
出
し
た
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

令
和
６
年
度
松
島
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
︵
報
告
︶

質
疑
質
疑

菅
野
隆
二
議
員 
地
域
観
光
支
援

ク
ー
ポ
ン
の
販
売
状
況
は
︒

産
業
観
光
課
長 

販
売
予
定
数
の

１
割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
マ
ス
コ
ミ
等
を
活
用
し
な

が
ら
ク
ー
ポ
ン
の
お
得
感
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

 

道
路
附
属
物
点

検
で
﹁
関
係
機
関
と
の
協
議
に
時

間
を
要
し
た
た
め
﹂
と
あ
る
が
︑

詳
細
は
︒

建
設
課
長 

令
和
６
年
度
分
の
差

額
を
国
に
返
還
す
る
た
め
の
協
議

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
令
和
７
年
度

以
降
へ
充
て
る
よ
う
に
と
指
示
が

あ
り
、
繰
り
越
し
と
な
っ
た
。

松
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

︵
専
決
処
分
︶

質
疑
質
疑

今
野
章
議
員 

松
島
町
独
自
で
据

え
置
く
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
︒

町
民
福
祉
課
長 

今
後
の
税
の
統

一
化
も
見
据
え
て
国
の
方
針
に

則
っ
た
対
応
を
し
た
。

討
論
討
論

反
対
討
論 

今
野
章
議
員

　
国
保
税
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

所
得
が
な
く
て
も
課
税
さ
れ
る
こ

と
な
ど
、
負
担
が
能
力
を
超
え
た

重
い
負
担
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

引
下
げ
を
求
め
て
き
た
。
国
保
の

限
度
額
は
、
法
定
額
の
範
囲
で
市

町
村
が
独
自
に
設
定
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
据
え
置
き
す
る
な
ど
負

担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
申

し
上
げ
て
反
対
の
討
論
と
す
る
。

 

賛
成
多
数
・
可
決

令
和
６
年
度
松
島
町
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
８
号
︶︵
専
決
処
分
︶

菅
野
隆
二
議
員 

ふ
る
さ
と
納
税

が
増
え
た
要
因
と
今
後
の
見
込

み
は
︒

財
務
課
長 

お
米
へ
の
申
し
込
み

が
２
月
、
３
月
だ
け
で
３
８
０
件

あ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
以
外
で
も
旅

館
・
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
券
や
現
地

決
済
型
の
利
用
な
ど
の
増
加
が
要

因
と
な
っ
た
。
令
和
７
年
度
は
予

算
額
の
１
億
円
を
目
標
に
返
礼
品

の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

赤
間
幸
夫
議
員

工事請負契約を締結
上竹谷地区避難施設建設工事

議 案
審 議

議
案
審
議
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松
島
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

質
疑
質
疑

今
野
章
議
員 

住
登
外
者
︵
松
島

町
に
住
民
登
録
が
な
い
人
︶
で
も

必
要
な
場
合
に
適
切
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
︒

町
民
福
祉
課
長　

松
島
町
外
に

あ
る
介
護
施
設
等
に
入
所
す
る
場

合
や
学
生
へ
の
特
例
な
ど
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
で
あ
る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

松
島
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

質
疑
質
疑

今
野
章
議
員 

今
回
は
選
挙
に
関

わ
る
執
行
経
費
の
引
上
げ
で
あ
る

が
︑
他
の
特
別
職
の
報
酬
改
定
に

つ
い
て
の
考
え
は
︒

副
町
長 

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
の
物
価
上
昇
や
な
り

手
不
足
な
ど
の
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

︻
上
竹
谷
地
区
避
難
施
設
建
設
工
事
︼

質
疑
質
疑

赤
間
幸
夫
議
員 

今
回
︑
建
設

さ
れ
る
避
難
施
設
の
特
徴
は
︒
ま

た
︑
通
常
時
の
地
域
で
の
利
用
を

想
定
し
て
い
る
の
か
︒

危
機
管
理
監 

太
陽
光
発
電
を
導

入
し
て
環
境
と
災
害
時
対
応
に
配

慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
で
の
利
用
に
つ
い
て
は
要
望
が

あ
れ
ば
協
議
を
前
提
に
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
っ
て
構
わ

な
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
地
権
者
の
相
続

が
未
完
了
の
状
態
で
契
約
を
締
結

し
て
問
題
な
い
の
か
︒
こ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
は
他
に
も
あ
る
の
か
︒

危
機
管
理
監 

地
権
者
の
方
か
ら

施
工
の
承
諾
を
得
て
、
進
め
て
い

る
の
で
問
題
な
い
。

副
町
長 

同
様
の
ケ
ー
ス
は
決
し

て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ

を
ひ
と
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
形
で
あ

る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︻
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
︼

質
疑
質
疑

櫻
井
靖
議
員 

老
朽
化
な
ど
で
壊

れ
た
機
材
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
︒
機
材

の
買
換
え
や
交
換
な
ど
に
つ
い
て

の
考
え
は
︒

　
　
　
　
　
　
　
　

 

予
算
が
か
か

る
も
の
な
の
で
指
定
管
理
者
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
︑
文
化
観

光
交
流
館
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

に
来
場
し
た
車
椅
子
の
方
が
着
席

す
る
ま
で
す
ご
く
苦
労
し
て
い

た
︒
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
解
消
し
て
い
く
の
か
︒

教
育
次
長
兼
課
長 

指
定
管
理
者

の
方
で
研
修
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
町
と
し
て
も
指
導
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

自
主
事
業
計
画

書
の
町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
祝

う
民
謡
シ
ョ
ー
で
予
算
約
70
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
が
︑
指
定
管
理

者
の
自
己
収
入
で
賄
う
と
い
う
前

提
な
の
か
︒

教
育
次
長
兼
課
長 

指
定
事
業

者
の
努
力
も
あ
り
、
事
業
収
入
が

年
々
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

菅
野
隆
二
議
員

教
育
次
長
兼
課
長

後
藤
良
郎
議
員

米
川
修
司
議
員

松島町文化観光交流館

議
案
審
議
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松
島
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

質
疑
質
疑

今
野
章
議
員 

住
登
外
者
︵
松
島

町
に
住
民
登
録
が
な
い
人
︶
で
も

必
要
な
場
合
に
適
切
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
︒

町
民
福
祉
課
長　

松
島
町
外
に

あ
る
介
護
施
設
等
に
入
所
す
る
場

合
や
学
生
へ
の
特
例
な
ど
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
可
能
で
あ
る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

松
島
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

質
疑
質
疑

今
野
章
議
員 

今
回
は
選
挙
に
関

わ
る
執
行
経
費
の
引
上
げ
で
あ
る

が
︑
他
の
特
別
職
の
報
酬
改
定
に

つ
い
て
の
考
え
は
︒

副
町
長 

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
の
物
価
上
昇
や
な
り

手
不
足
な
ど
の
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

︻
上
竹
谷
地
区
避
難
施
設
建
設
工
事
︼

質
疑
質
疑

赤
間
幸
夫
議
員 

今
回
︑
建
設

さ
れ
る
避
難
施
設
の
特
徴
は
︒
ま

た
︑
通
常
時
の
地
域
で
の
利
用
を

想
定
し
て
い
る
の
か
︒

危
機
管
理
監 

太
陽
光
発
電
を
導

入
し
て
環
境
と
災
害
時
対
応
に
配

慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
で
の
利
用
に
つ
い
て
は
要
望
が

あ
れ
ば
協
議
を
前
提
に
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
活
用
し
て
も
ら
っ
て
構
わ

な
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
地
権
者
の
相
続

が
未
完
了
の
状
態
で
契
約
を
締
結

し
て
問
題
な
い
の
か
︒
こ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
は
他
に
も
あ
る
の
か
︒

危
機
管
理
監 

地
権
者
の
方
か
ら

施
工
の
承
諾
を
得
て
、
進
め
て
い

る
の
で
問
題
な
い
。

副
町
長 

同
様
の
ケ
ー
ス
は
決
し

て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ

を
ひ
と
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
形
で
あ

る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︻
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
︼

質
疑
質
疑

櫻
井
靖
議
員 

老
朽
化
な
ど
で
壊

れ
た
機
材
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
︒
機
材

の
買
換
え
や
交
換
な
ど
に
つ
い
て

の
考
え
は
︒

　
　
　
　
　
　
　
　

 

予
算
が
か
か

る
も
の
な
の
で
指
定
管
理
者
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
昨
年
︑
文
化
観

光
交
流
館
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

に
来
場
し
た
車
椅
子
の
方
が
着
席

す
る
ま
で
す
ご
く
苦
労
し
て
い

た
︒
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
解
消
し
て
い
く
の
か
︒

教
育
次
長
兼
課
長 

指
定
管
理
者

の
方
で
研
修
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
町
と
し
て
も
指
導
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

自
主
事
業
計
画

書
の
町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
祝

う
民
謡
シ
ョ
ー
で
予
算
約
70
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
が
︑
指
定
管
理

者
の
自
己
収
入
で
賄
う
と
い
う
前

提
な
の
か
︒

教
育
次
長
兼
課
長 

指
定
事
業

者
の
努
力
も
あ
り
、
事
業
収
入
が

年
々
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

 

全
員
賛
成
・
可
決

菅
野
隆
二
議
員

教
育
次
長
兼
課
長

後
藤
良
郎
議
員

米
川
修
司
議
員

松島町文化観光交流館

令
和
７
年
度
松
島
町
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

〇
定
額
減
税
補
足
給
付
事
業

 

３
︐７
６
３
万
円

〇 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
費

 

１
︐３
７
２
万
円

〇 

参
議
院
選
挙
・
宮
城
県
知
事
選

挙
・
松
島
町
議
会
議
員
選
挙
費

 

３
４
１
万
円

〇
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金

 

14
万
円

〇 

町
立
小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
改
善
事
業

 

１
︐０
８
１
万
円

〇 

留
守
家
庭
児
童
学
級
サ
テ
ラ
イ

ト
室
運
営
業
務
委
託
料

 

66
万
円

質
疑
質
疑

菅
野
隆
二
議
員　

小
中
学
校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
改
善
業
務
の

機
器
の
調
査
か
ら
２
か
月
経
過
し

て
い
る
が
︑
そ
の
後
の
状
況
は
︒

ま
た
︑
改
善
費
用
は
適
正
か
︒

教
育
次
長
兼
課
長 

電
波
の
状
況

を
見
な
が
ら
運
用
し
て
い
る
。
３

社
か
ら
見
積
も
り
を
と
り
比
較
し

発
注
し
て
い
る
。

櫻
井
靖
議
員　

中
学
校
の
ル
ー

タ
ー
が
単
独
と
な
っ
て
い
る
理
由

は
︒

教
育
次
長
兼
課
長 

中
学
校
の
環

境
負
荷
が
大
き
く
、
中
学
校
を
外

す
こ
と
で
小
学
校
３
校
が
安
定
し

た
稼
働
が
可
能
と
な
っ
た
。

櫻
井
靖
議
員　

留
守
家
庭
児
童

学
級
サ
テ
ラ
イ
ト
室
の
設
置
場
所

と
人
員
配
置
は
︒

町
民
福
祉
課
長　

サ
テ
ラ
イ
ト

室
と
し
て
高
城
避
難
所
を
使
用
し
、

支
援
員
２
名
配
置
を
予
定
、
委
託

先
で
募
集
し
て
い
る
。

菅
野
隆
二
議
員 

休
職
し
て
い
る

職
員
は
何
名
か
︒
新
年
度
に
入
っ

て
休
ん
で
い
る
方
は
い
る
の
か
︒

総
務
課
長 

前
年
度
よ
り
休
職
し

て
い
る
職
員
が
３
名
い
る
。

 

全
員
賛
成　
可
決

補 
正 

予 

算

人 
事 

案 

件

松
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員 
…
同
意

（
再　
任
）

　

笠か
さ　
原は
ら　
甲こ
う
子し

郎ろ
う　

氏

 

（
松
島
町
高
城
）

報 告 令和７年度へ繰り越した事業 10件
１．各会計ごとの繰越明許費

事　業　名 翌年度繰越額 完了した月
（　）は見込み

一般会計
家計応援商品券配布事業 5,100 万円 （令和７年８月）
地域観光支援クーポン発行事業 1,100 万円 （令和７年８月）
物価高騰対応重点支援給付金事業（第四号） 720万 7千円 （令和７年７月）
令和６年度低所得者の子育て世帯への加算給付金事業（第二号） 79万 6千円 （令和７年７月）
道路附属物点検事業 215万 6千円 （令和７年６月）
仙塩広域都市計画図作成業務費用負担金 599万 4千円 （令和７年８月）
（都）根廻・初原線道路整備事業 4億 9,065 万 1千円 （令和８年３月）
避難施設整備事業 779万 3千円 （令和７年７月）
水道事業会計
国道 346号配水管移設工事 3,270 万円 令和７年５月

２．事故繰越し
事　業　名 翌年度繰越額 完了（見込み）

一般会計
（都）根廻・初原線道路整備事業 1億 3,034 万 8千円 （令和７年７月）

補
正
予
算
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一般質問 ここが聞きたい！

　
　
町
制
施
行
１
０
０
周
年

記
念
事
業
の
実
施
予
定
や
検

討
状
況
は
︒

町
長　

現
時
点
で
は
記
念

式
典
と
新
た
な
町
史
の
発
行

を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
は
未
定
で

あ
る
。

　
　
記
念
式
典
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て

い
る
の
か
︒

町
長　

具
体
的
な
内
容
は

全
く
決
ま
っ
て
い
な
い
。
他

自
治
体
の
周
年
事
業
を
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
プ
レ
期
間
や
複
数
年
に

わ
た
る
取
り
組
み
は
検
討
し

て
い
る
か
︒

町
長　

１
０
０
周
年
は
年

度
で
い
う
と
令
和
９
年
度
と

な
る
の
で
来
年
度
あ
た
り
か

ら
動
き
出
す
可
能
性
も
あ
る

が
、
ま
だ
構
想
段
階
で
あ
る
。

　
　
記
念
事
業
の
担
当
部
署

は
ど
こ
か
︒
専
任
部
署
の
設

置
予
定
は
あ
る
か
︒

町
長　

式
典
な
ど
は
総
務

課
が
主
体
と
な
る
予
定
。
た

だ
し
、
各
課
横
断
で
進
め
る

方
針
で
あ
る
。
専
任
部
署
の

設
置
は
今
後
、議
論
し
て
い
く
。

　
　
１
０
０
周
年
事
業
を
町

民
参
加
型
と
し
て
展
開
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
︒

町
長　

町
民
や
子
ど
も
た

ち
を
巻
き
込
む
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。
意
見
を
取
り

入
れ
る
方
向
で
進
め
た
い
。

　
　
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

募
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
︒

町
長　

今
後
の
検
討
課
題

と
考
え
て
い
る
。
町
民
の
創

意
を
生
か
す
よ
う
な
仕
組
み

の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。

　
　
町
民
主
体
で
記
念
事
業

を
実
施
す
る
場
合
︑
町
と
し

て
支
援
を
す
る
た
め
の
補
助

金
制
度
な
ど
を
作
れ
な
い
か
︒

町
長　

現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
町
民
が
１
０
０
周
年
を

盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
自

発
的
に
開
催
し
た
い
と
考
え

た
場
合
の
町
の
相
談
窓
口
は

ど
こ
に
な
る
の
か
︒

副
町
長　

内
容
に
よ
っ
て

異
な
る
の
で
、
ま
ず
は
企
画

調
整
課
や
総
務
課
の
あ
る
２

階
に
来
て
も
ら
う
の
が
良
い
。

　
　
松
島
の
子
ど
も
た
ち
も

一
緒
に
参
加
で
き
る
形
で
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
を
誘

致
し
て
は
ど
う
か
︒

町
長　

現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
予
算
や
警
備
等

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
慎

重
に
検
討
す
る
。

　
　
記
念
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
公
募
予
定
は
︒

副
町
長　

未
検
討
だ
が
、

今
後
の
議
論
の
中
で
導
入
の

可
能
性
は
あ
る
。

　
　

他
自
治
体
と
の
差
別

化
︑
関
係
人
口
の
創
出
な
ど

に
も
つ
な
が
り
︑
町
制
施
行

１
０
０
周
年
の
Ｐ
Ｒ
に
も
寄

与
す
る
可
能
性
が
あ
る
デ
ジ

タ
ル
住
民
票
を
発
行
し
て
み

て
は
︒

副
町
長　

デ
ジ
タ
ル
住
民

票
は
県
内
で
は
事
例
が
な
い

の
で
、
全
国
的
な
事
例
な
ど

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

問問

問問

問問問

問問

問問

問 町制施行100周年事業として東京ディズニー
リゾートのスペシャルパレードを誘致しては

答 予算や警備等のハードルが高いので
慎重に検討する

菅
かん

野
の

隆
りゅう

二
じ

 議員

※ロゴの画像はイメージです

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
中
学
校
裏
の
信
号
の
な

い
横
断
歩
道
に
︑
片
側
に
し

か
照
明
が
な
く
て
不
安
だ
と

い
う
声
を
聞
い
た
︒
街
灯
照

明
の
増
設
︑
ま
た
︑
樹
木
の

剪
定
が
必
要
で
は
︒

町
長　

県
道
松
島
線
の
横

断
歩
道
は
、
夜
間
に
お
け
る

明
る
さ
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、

増
設
す
る
考
え
は
な
い
。

教
育
長　

国
県
町
の
道
路

管
理
者
・
交
通
指
導
員
・
防

犯
指
導
隊
・
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
の
協
力
で
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
配
慮
し
て
い
る
。

教
育
次
長
兼
課
長　
樹
木
の

剪
定
は
、
２
年
に
１
回
は
剪

定
し
て
い
る
。
今
後
、
状
況

を
み
て
確
認
す
る
。

　
　
中
学
校
の
校
舎
の
裏
側

の
建
物
跡
地
が
︑
生
徒
の
送

迎
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
て

往
来
が
多
い
︒
送
迎
す
る
場

所
を
新
た
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

教
育
次
長
兼
課
長　
学
校
の

敷
地
を
、
不
特
定
多
数
の
方

が
通
っ
て
い
る
こ
と
は
把
握

し
て
い
る
。
体
育
館
側
の
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
を

保
護
者
に
促
す
な
ど
、
車
両

の
規
制
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

　
　
中
学
校
で
も
全
校
生
徒

を
対
象
に
安
全
教
室
を
実
施

し
て
は
︒

教
育
次
長
兼
課
長　
５
月
の

学
校
協
議
会
で
交
通
安
全
教

室
の
実
施
の
議
論
が
あ
り
、

学
校
側
と
今
後
検
討
す
る
。

　
　
第
二
小
学
校
の
避
難
訓

練
で
利
用
さ
れ
た
経
路
に
危

険
と
思
わ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
擁

壁
が
あ
る
が
︑
把
握
し
て
い

る
か
︒

建
設
課
長　

現
地
を
確
認

し
、
擁
壁
の
が
隆
起
し
て
い

る
状
況
は
な
く
、
す
ぐ
さ
ま

崩
れ
る
状
況
で
は
な
く
、
注

視
し
て
い
く
。

教
育
長　
大
地
震
・
大
津
波

が
来
た
と
き
は
、
擁
壁
は
崩

れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ

の
場
合
は
垂
直
避
難
で
学
校

の
高
所
へ
避
難
指
示
を
行
う
。

　
　
町
営
三
十
刈
駐
車
場
を

利
用
し
た
女
性
か
ら
︑
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
イ
ベ
ン
ト
に
訪

れ
た
際
﹁
夜
間
照
明
が
暗
く

て
怖
い
思
い
を
し
た
﹂
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
︒
効
率
的

な
安
全
対
策
は
︒

町
長　
駐
車
場
全
体
を
こ
う

こ
う
と
照
ら
す
考
え
は
無
い

が
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い

て
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
三
十
刈
駐
車
場
か
ら
海

岸
方
面
へ
の
近
道
を
示
す
看

板
の
改
良
・
増
設
が
必
要
で

は
な
い
か
︒

町
長　

観
光
客
の
流
れ
の

導
線
は
慎
重
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
松
島
海
岸
Ｉ
Ｃ
か
ら
松

島
海
岸
に
続
く
県
道
の
除
草

を
︑県
に
要
望
し
て
い
る
か
︒

建
設
課
長　

除
草
に
つ
い

て
県
に
報
告
し
対
処
し
て
も

ら
う
。

問

問

問問

問

問問

問
町
営
三
十
刈
駐
車
場
の
安
全
対
策
は

答
安
心
安
全
な
構
図
を
図
っ
て
い
く

問 松島中学校・第二小学校の周辺の
環境改善について

答 児童生徒が安心して通学できる環境
づくりに配慮している

桜
さくら

井
い

ていこ 議員

三十刈駐車場

中学校敷地内の用地

一
般
質
問
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一般質問 ここが聞きたい！

　
　
町
制
施
行
１
０
０
周
年

記
念
事
業
の
実
施
予
定
や
検

討
状
況
は
︒

町
長　

現
時
点
で
は
記
念

式
典
と
新
た
な
町
史
の
発
行

を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
は
未
定
で

あ
る
。

　
　
記
念
式
典
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て

い
る
の
か
︒

町
長　

具
体
的
な
内
容
は

全
く
決
ま
っ
て
い
な
い
。
他

自
治
体
の
周
年
事
業
を
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
プ
レ
期
間
や
複
数
年
に

わ
た
る
取
り
組
み
は
検
討
し

て
い
る
か
︒

町
長　

１
０
０
周
年
は
年

度
で
い
う
と
令
和
９
年
度
と

な
る
の
で
来
年
度
あ
た
り
か

ら
動
き
出
す
可
能
性
も
あ
る

が
、
ま
だ
構
想
段
階
で
あ
る
。

　
　
記
念
事
業
の
担
当
部
署

は
ど
こ
か
︒
専
任
部
署
の
設

置
予
定
は
あ
る
か
︒

町
長　

式
典
な
ど
は
総
務

課
が
主
体
と
な
る
予
定
。
た

だ
し
、
各
課
横
断
で
進
め
る

方
針
で
あ
る
。
専
任
部
署
の

設
置
は
今
後
、議
論
し
て
い
く
。

　
　
１
０
０
周
年
事
業
を
町

民
参
加
型
と
し
て
展
開
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
︒

町
長　

町
民
や
子
ど
も
た

ち
を
巻
き
込
む
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。
意
見
を
取
り

入
れ
る
方
向
で
進
め
た
い
。

　
　
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

募
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
︒

町
長　

今
後
の
検
討
課
題

と
考
え
て
い
る
。
町
民
の
創

意
を
生
か
す
よ
う
な
仕
組
み

の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。

　
　
町
民
主
体
で
記
念
事
業

を
実
施
す
る
場
合
︑
町
と
し

て
支
援
を
す
る
た
め
の
補
助

金
制
度
な
ど
を
作
れ
な
い
か
︒

町
長　

現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
町
民
が
１
０
０
周
年
を

盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
自

発
的
に
開
催
し
た
い
と
考
え

た
場
合
の
町
の
相
談
窓
口
は

ど
こ
に
な
る
の
か
︒

副
町
長　

内
容
に
よ
っ
て

異
な
る
の
で
、
ま
ず
は
企
画

調
整
課
や
総
務
課
の
あ
る
２

階
に
来
て
も
ら
う
の
が
良
い
。

　
　
松
島
の
子
ど
も
た
ち
も

一
緒
に
参
加
で
き
る
形
で
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
を
誘

致
し
て
は
ど
う
か
︒

町
長　

現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
予
算
や
警
備
等

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
慎

重
に
検
討
す
る
。

　
　
記
念
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
公
募
予
定
は
︒

副
町
長　

未
検
討
だ
が
、

今
後
の
議
論
の
中
で
導
入
の

可
能
性
は
あ
る
。

　
　

他
自
治
体
と
の
差
別

化
︑
関
係
人
口
の
創
出
な
ど

に
も
つ
な
が
り
︑
町
制
施
行

１
０
０
周
年
の
Ｐ
Ｒ
に
も
寄

与
す
る
可
能
性
が
あ
る
デ
ジ

タ
ル
住
民
票
を
発
行
し
て
み

て
は
︒

副
町
長　

デ
ジ
タ
ル
住
民

票
は
県
内
で
は
事
例
が
な
い

の
で
、
全
国
的
な
事
例
な
ど

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

問問

問問

問問問

問問

問問

問 町制施行100周年事業として東京ディズニー
リゾートのスペシャルパレードを誘致しては

答 予算や警備等のハードルが高いので
慎重に検討する

菅
かん

野
の

隆
りゅう

二
じ

 議員

※ロゴの画像はイメージです

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
中
学
校
裏
の
信
号
の
な

い
横
断
歩
道
に
︑
片
側
に
し

か
照
明
が
な
く
て
不
安
だ
と

い
う
声
を
聞
い
た
︒
街
灯
照

明
の
増
設
︑
ま
た
︑
樹
木
の

剪
定
が
必
要
で
は
︒

町
長　

県
道
松
島
線
の
横

断
歩
道
は
、
夜
間
に
お
け
る

明
る
さ
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、

増
設
す
る
考
え
は
な
い
。

教
育
長　

国
県
町
の
道
路

管
理
者
・
交
通
指
導
員
・
防

犯
指
導
隊
・
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
の
協
力
で
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
配
慮
し
て
い
る
。

教
育
次
長
兼
課
長　
樹
木
の

剪
定
は
、
２
年
に
１
回
は
剪

定
し
て
い
る
。
今
後
、
状
況

を
み
て
確
認
す
る
。

　
　
中
学
校
の
校
舎
の
裏
側

の
建
物
跡
地
が
︑
生
徒
の
送

迎
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
て

往
来
が
多
い
︒
送
迎
す
る
場

所
を
新
た
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

教
育
次
長
兼
課
長　
学
校
の

敷
地
を
、
不
特
定
多
数
の
方

が
通
っ
て
い
る
こ
と
は
把
握

し
て
い
る
。
体
育
館
側
の
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
を

保
護
者
に
促
す
な
ど
、
車
両

の
規
制
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

　
　
中
学
校
で
も
全
校
生
徒

を
対
象
に
安
全
教
室
を
実
施

し
て
は
︒

教
育
次
長
兼
課
長　
５
月
の

学
校
協
議
会
で
交
通
安
全
教

室
の
実
施
の
議
論
が
あ
り
、

学
校
側
と
今
後
検
討
す
る
。

　
　
第
二
小
学
校
の
避
難
訓

練
で
利
用
さ
れ
た
経
路
に
危

険
と
思
わ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
擁

壁
が
あ
る
が
︑
把
握
し
て
い

る
か
︒

建
設
課
長　

現
地
を
確
認

し
、
擁
壁
の
が
隆
起
し
て
い

る
状
況
は
な
く
、
す
ぐ
さ
ま

崩
れ
る
状
況
で
は
な
く
、
注

視
し
て
い
く
。

教
育
長　
大
地
震
・
大
津
波

が
来
た
と
き
は
、
擁
壁
は
崩

れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ

の
場
合
は
垂
直
避
難
で
学
校

の
高
所
へ
避
難
指
示
を
行
う
。

　
　
町
営
三
十
刈
駐
車
場
を

利
用
し
た
女
性
か
ら
︑
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
イ
ベ
ン
ト
に
訪

れ
た
際
﹁
夜
間
照
明
が
暗
く

て
怖
い
思
い
を
し
た
﹂
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
︒
効
率
的

な
安
全
対
策
は
︒

町
長　
駐
車
場
全
体
を
こ
う

こ
う
と
照
ら
す
考
え
は
無
い

が
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い

て
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
三
十
刈
駐
車
場
か
ら
海

岸
方
面
へ
の
近
道
を
示
す
看

板
の
改
良
・
増
設
が
必
要
で

は
な
い
か
︒

町
長　

観
光
客
の
流
れ
の

導
線
は
慎
重
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
松
島
海
岸
Ｉ
Ｃ
か
ら
松

島
海
岸
に
続
く
県
道
の
除
草

を
︑県
に
要
望
し
て
い
る
か
︒

建
設
課
長　

除
草
に
つ
い

て
県
に
報
告
し
対
処
し
て
も

ら
う
。

問

問

問問

問

問問

問
町
営
三
十
刈
駐
車
場
の
安
全
対
策
は

答
安
心
安
全
な
構
図
を
図
っ
て
い
く

問 松島中学校・第二小学校の周辺の
環境改善について

答 児童生徒が安心して通学できる環境
づくりに配慮している

桜
さくら

井
い

ていこ 議員

三十刈駐車場

中学校敷地内の用地

一
般
質
問
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一般質問 ここが聞きたい！

　
　

松
島
町
の
保
護
者
は
︑

町
外
に
行
か
な
く
て
も
安
心

安
全
な
遊
具
が
あ
り
︑
１
日

遊
べ
る
場
所
を
求
め
て
い
る

が
︑
そ
の
よ
う
な
要
望
を
把

握
し
て
い
る
の
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
町
内
の
子

育
て
世
帯
に
昨
年
度
実
施
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
第
３
期
）」
策

定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や
公

園
の
整
備
を
望
む
多
く
の
意

見
が
あ
り
、
計
画
策
定
に
携

わ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
の
委
員
か
ら
も
、
同
様

に
公
園
の
整
備
実
現
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
町
の
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
に
限
ら
ず
︑
町

民
が
憩
う
た
め
の
場
所
と
し

て
町
民
の
森
が
あ
る
が
︑
整

備
さ
れ
た
と
き
と
比
べ
て
現

在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
︒

教
育
長　

町
民
の
森
の
複

合
遊
具
の
設
置
、
セ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ジ
の
改
修
を
含
む
再
整

備
は
、
町
民
の
満
足
度
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
私
も
認

識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
複

合
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

「
町
民
の
森
あ
り
き
」
で
検

討
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、

町
民
が
日
常
的
に
利
用
し
や

す
く
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

と
っ
て
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
場

所
を
含
め
て
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長　

町
民
の
森
は
、
指

定
管
理
者
に
有
効
活
用
を
考

え
て
い
た
だ
き
事
業
運
営
を

進
め
て
い
る
の
で
、
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
時
々
で
検
討
し
て
行
く
。

　
　
子
ど
も
の
た
め
の
︑
屋

内
遊
具
︑
充
実
し
た
図
書
室

等
の
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
︑
対
策
は
あ
る
の
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
町
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と

い
う
認
識
で
、
子
ど
も
の
遊

び
場
の
整
備
の
実
現
を
目
指

し
、
準
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　
松
島
の
未
来
の
た
め
に

具
体
的
な
人
口
増
の
計
画
や

構
想
は
︒

町
長　
各
自
治
体
に
よ
り
、

人
口
減
少
の
取
り
組
み
は
手

法
が
い
ろ
い
ろ
違
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、

我
が
町
に
合
っ
た
手
法
を

し
っ
か
り
見
据
え
て
や
っ
て

い
き
た
い
。
例
え
ば
初
原
地

区
に
工
業
用
地
を
こ
れ
か
ら

造
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

企
業
誘
致
を
兼
ね
て
の
人
口

増
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
少
し
で
も
人
口
増
に

繋
が
る
事
業
を
取
り
入
れ
て

い
く
。

問

問

問

問

問 町民が楽しく過ごせる施設等の整備
について

答 松島町の課題と考えている

小
お

澤
ざわ

陽
よう

子
こ

 議員

本郷ふれあい児童公園

華園児童公園

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
音
は
聞
こ
え
て
も
︑
言

葉
は
聞
き
取
り
に
く
い
聴
覚

情
報
処
理
障
が
い︵
Ａ
Ｐ
Ｄ
︶

へ
の
理
解
を
深
め
る
講
演
会

が
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ
参

加
し
た
︒
東
北
大
学
病
院
の

香
取
教
授
い
わ
く
︑
原
因
は

家
庭
環
境
や
ス
ト
レ
ス
︑
あ

る
い
は
発
達
の
状
況
な
ど

様
々
で
あ
る
︒
そ
れ
を
ど
う

考
え
る
か
︒

町
長　
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
、

４
月
３
日
の
講
演
会
の
資
料

を
見
た
。
医
師
で
あ
っ
て
も

診
断
が
難
し
い
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
り
、
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。

　
　
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
︑
町
の
広
報
誌
や

ウ
ェ
ブ
︑
ま
た
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
の

情
報
発
信
を
行
っ
た
り
︑
学

校
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な

ど
で
町
民
へ
の
周
知
を
図
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
国
県
ま
た

は
医
師
会
等
で
ツ
ー
ル
の
作

成
が
あ
れ
ば
、
町
で
も
活
用

し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

ポ
ス
タ
ー
の
学

校
内
掲
示
に
つ
い
て
は
、
提

供
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

貼
っ
て
協
力
し
た
い
。

　
　
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
合
理
的
配
慮

に
つ
い
て
︑
静
か
な
環
境
で

の
業
務
が
で
き
る
よ
う
配
慮

を
行
う
こ
と
や
︑
視
覚
的
な

表
示
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
配
慮

を
考
え
て
い
る
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
手
続
が
複

雑
に
な
る
件
な
ど
に
つ
い
て

は
一
覧
表
な
ど
を
作
成
し
て

お
り
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、

視
覚
的
に
も
手
続
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
工
夫
し
て
対

応
し
て
い
る
。

　
　
学
校
で
関
わ
る
児
童
生

徒
と
そ
の
保
護
者
を
含
め
︑

全
て
の
方
々
へ
の
周
知
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
︑Ａ
Ｐ
Ｄ

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
定
期

的
に
開
催
し
理
解
を
深
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

教
育
長　

Ａ
Ｐ
Ｄ
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
保

護
者
向
け
に
は
学
校
だ
よ
り
、

あ
る
い
は
保
健
だ
よ
り
、
そ

れ
か
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
提
供
い

た
だ
け
た
際
に
は
、
学
校
で

の
配
付
や
家
庭
へ
配
付
す
る

方
法
な
ど
で
考
え
た
い
。

　
　
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
等
に
理
解
を
促
す

よ
う
な
機
会
を
作
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
︒

教
育
長　

先
生
方
も
意
識

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
優
し

く
症
状
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問

問 聴覚情報処理障がい（APD）について

答 広く知っていただくことが大切だと
考える

後
ご

藤
とう

良
よし

郎
ろう

 議員

難聴の原因と特徴（資料）

講演会

一
般
質
問
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一般質問 ここが聞きたい！

　
　

松
島
町
の
保
護
者
は
︑

町
外
に
行
か
な
く
て
も
安
心

安
全
な
遊
具
が
あ
り
︑
１
日

遊
べ
る
場
所
を
求
め
て
い
る

が
︑
そ
の
よ
う
な
要
望
を
把

握
し
て
い
る
の
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
町
内
の
子

育
て
世
帯
に
昨
年
度
実
施
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
第
３
期
）」
策

定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や
公

園
の
整
備
を
望
む
多
く
の
意

見
が
あ
り
、
計
画
策
定
に
携

わ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
の
委
員
か
ら
も
、
同
様

に
公
園
の
整
備
実
現
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
町
の
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
に
限
ら
ず
︑
町

民
が
憩
う
た
め
の
場
所
と
し

て
町
民
の
森
が
あ
る
が
︑
整

備
さ
れ
た
と
き
と
比
べ
て
現

在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
︒

教
育
長　

町
民
の
森
の
複

合
遊
具
の
設
置
、
セ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ジ
の
改
修
を
含
む
再
整

備
は
、
町
民
の
満
足
度
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
私
も
認

識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
複

合
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

「
町
民
の
森
あ
り
き
」
で
検

討
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、

町
民
が
日
常
的
に
利
用
し
や

す
く
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

と
っ
て
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
場

所
を
含
め
て
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長　

町
民
の
森
は
、
指

定
管
理
者
に
有
効
活
用
を
考

え
て
い
た
だ
き
事
業
運
営
を

進
め
て
い
る
の
で
、
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

そ
の
時
々
で
検
討
し
て
行
く
。

　
　
子
ど
も
の
た
め
の
︑
屋

内
遊
具
︑
充
実
し
た
図
書
室

等
の
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
︑
対
策
は
あ
る
の
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
町
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と

い
う
認
識
で
、
子
ど
も
の
遊

び
場
の
整
備
の
実
現
を
目
指

し
、
準
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　
松
島
の
未
来
の
た
め
に

具
体
的
な
人
口
増
の
計
画
や

構
想
は
︒

町
長　
各
自
治
体
に
よ
り
、

人
口
減
少
の
取
り
組
み
は
手

法
が
い
ろ
い
ろ
違
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、

我
が
町
に
合
っ
た
手
法
を

し
っ
か
り
見
据
え
て
や
っ
て

い
き
た
い
。
例
え
ば
初
原
地

区
に
工
業
用
地
を
こ
れ
か
ら

造
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

企
業
誘
致
を
兼
ね
て
の
人
口

増
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
少
し
で
も
人
口
増
に

繋
が
る
事
業
を
取
り
入
れ
て

い
く
。

問

問

問

問

問 町民が楽しく過ごせる施設等の整備
について

答 松島町の課題と考えている

小
お

澤
ざわ

陽
よう

子
こ

 議員

本郷ふれあい児童公園

華園児童公園

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
音
は
聞
こ
え
て
も
︑
言

葉
は
聞
き
取
り
に
く
い
聴
覚

情
報
処
理
障
が
い︵
Ａ
Ｐ
Ｄ
︶

へ
の
理
解
を
深
め
る
講
演
会

が
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ
参

加
し
た
︒
東
北
大
学
病
院
の

香
取
教
授
い
わ
く
︑
原
因
は

家
庭
環
境
や
ス
ト
レ
ス
︑
あ

る
い
は
発
達
の
状
況
な
ど

様
々
で
あ
る
︒
そ
れ
を
ど
う

考
え
る
か
︒

町
長　
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
、

４
月
３
日
の
講
演
会
の
資
料

を
見
た
。
医
師
で
あ
っ
て
も

診
断
が
難
し
い
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
あ
り
、
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。

　
　
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
︑
町
の
広
報
誌
や

ウ
ェ
ブ
︑
ま
た
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
の

情
報
発
信
を
行
っ
た
り
︑
学

校
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な

ど
で
町
民
へ
の
周
知
を
図
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
国
県
ま
た

は
医
師
会
等
で
ツ
ー
ル
の
作

成
が
あ
れ
ば
、
町
で
も
活
用

し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

ポ
ス
タ
ー
の
学

校
内
掲
示
に
つ
い
て
は
、
提

供
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

貼
っ
て
協
力
し
た
い
。

　
　
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
合
理
的
配
慮

に
つ
い
て
︑
静
か
な
環
境
で

の
業
務
が
で
き
る
よ
う
配
慮

を
行
う
こ
と
や
︑
視
覚
的
な

表
示
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
配
慮

を
考
え
て
い
る
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
手
続
が
複

雑
に
な
る
件
な
ど
に
つ
い
て

は
一
覧
表
な
ど
を
作
成
し
て

お
り
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、

視
覚
的
に
も
手
続
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
工
夫
し
て
対

応
し
て
い
る
。

　
　
学
校
で
関
わ
る
児
童
生

徒
と
そ
の
保
護
者
を
含
め
︑

全
て
の
方
々
へ
の
周
知
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
︑Ａ
Ｐ
Ｄ

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
定
期

的
に
開
催
し
理
解
を
深
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

教
育
長　

Ａ
Ｐ
Ｄ
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
保

護
者
向
け
に
は
学
校
だ
よ
り
、

あ
る
い
は
保
健
だ
よ
り
、
そ

れ
か
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
提
供
い

た
だ
け
た
際
に
は
、
学
校
で

の
配
付
や
家
庭
へ
配
付
す
る

方
法
な
ど
で
考
え
た
い
。

　
　
Ａ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
等
に
理
解
を
促
す

よ
う
な
機
会
を
作
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
︒

教
育
長　

先
生
方
も
意
識

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
優
し

く
症
状
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問

問 聴覚情報処理障がい（APD）について

答 広く知っていただくことが大切だと
考える

後
ご

藤
とう

良
よし

郎
ろう

 議員

難聴の原因と特徴（資料）

講演会

一
般
質
問
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一般質問 ここが聞きたい！

　
　
無
料
低
額
診
療
は
︑
経

済
的
理
由
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け

て
も
ら
う
た
め
︑
医
療
機
関

が
患
者
負
担
分
の
医
療
費
の

全
額
か
一
部
を
免
除
で
き
る

制
度
だ
が
︑町
長
の
認
識
は
︒

町
長　

無
料
低
額
診
療
は
、

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
医
療

機
関
の
判
断
で
実
施
し
、
医

療
機
関
は
税
の
優
遇
制
度
を

受
け
ら
れ
る
制
度
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　
県
内
の
無
料
低
額
診
療

施
設
は
10
施
設
︒
町
内
の
院

所
等
に
働
き
か
け
る
考
え
は
︒

町
長　

実
施
に
は
、
人
的

配
置
や
診
療
体
制
整
備
が
必

要
で
規
模
の
小
さ
な
医
療
機

関
に
は
負
担
が
大
き
く
、
実

施
依
頼
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
町
内
の
利
用
人
数
は
把

握
し
て
い
る
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
利
用
者
数

は
把
握
で
き
な
い
。
県
に
は

税
の
優
遇
措
置
の
手
続
上
、

実
績
報
告
が
あ
る
が
市
町
村

ご
と
の
利
用
者
数
は
集
計
し

て
い
な
い
。

　
　
こ
の
制
度
の
趣
旨
や
仕

組
み
︑
実
施
医
療
機
関
に
つ

い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
す
る
考
え
は
︒

　
ま
た
︑
医
療
︑
福
祉
︑
介

護
な
ど
に
関
わ
る
皆
さ
ん
に

制
度
周
知
の
考
え
は
な
い
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
実
施
医
療

機
関
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
が
町
も
周
知
方
法
を

検
討
し
た
い
。

　
　
以
前
︑
院
内
処
方
さ
れ

て
い
た
薬
が
現
在
は
院
外
処

方
に
替
わ
り
無
料
低
額
診
療

の
枠
外
に
な
っ
た
︒
薬
代
が

軽
減
さ
れ
ず
︑
医
療
か
ら
外

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒
制
度

の
不
備
を
埋
め
る
た
め
町
が

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
調
剤
費
に

対
す
る
助
成
は
難
し
い
。

　
　
来
年
度
か
ら
︑
３
歳
未

満
の
子
が
保
護
者
の
就
労
の

有
無
に
関
ら
ず
月
10
時
間
︑

保
育
施
設
を
利
用
で
き
る

﹁
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
﹂

が
始
ま
る
︒
現
在
の
施
設
容

量
で
︑
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る

保
育
は
可
能
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
制
度
実
施

に
向
け
高
城
保
育
所
で
の
開

始
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、

低
年
齢
児
の
保
育
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
現
在
の
施
設
で
ゆ
と

り
あ
る
保
育
は
大
変
難
し
い
。

　
　

町
の
計
画
で
は
１
日
︑

49
名
の
見
込
み
量
だ
が
ど
う

進
め
る
の
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
計
画
量
の

ク
リ
ア
は
難
し
い
現
状
だ
が
、

定
員
の
余
裕
分
を
活
用
し
な

が
ら
開
始
し
た
い
。

　
　
曜
日
限
定
あ
る
い
は
時

間
限
定
な
ど
考
え
ら
れ
る

が
︑
現
時
点
で
の
考
え
は
︒

町
民
福
祉
課
長　
現
場
の
保

育
士
と
調
整
中
で
、
利
用
園

児
が
少
な
い
時
期
で
の
受
入

れ
な
ど
検
討
し
た
い
。

　
　
高
城
保
育
所
自
体
の
施

設
の
拡
張
も
含
め
て
考
え
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
︒

町
長　

高
城
保
育
所
の
正

面
玄
関
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
、
年
度
後
半
に
は
利
用
状

況
も
分
か
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
鑑
み
て
考
え
た
い
。

問

問問問

問

問問

問問

問 無料低額診療について

答 周知方法を検討したい

問
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

答
ゆ
と
り
あ
る
保
育
は
大
変
難
し
い

今
こん

野
の

　章
あきら

 議員

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
こ
の
ま
ま
で
は
︑
近
い

将
来
︑
松
島
の
人
口
は
１
万

人
を
切
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
︒
１
万
人
時
代
の
松
島
町

の
あ
り
方
に
つ
い
て
︑
町
民

と
腹
を
割
っ
て
話
し
合
う
場

を
設
け
︑
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
︒

町
長　

将
来
の
松
島
町
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
次
期
長
期
総
合
計

画
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
や
進
む
べ
き
目
標
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
と
の
対
話
の
機
会
は

非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る

の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
を

定
期
的
に
開
催
し
、
意
見
を

と
り
ま
と
め
、
有
識
者
等
で

構
成
さ
れ
る
総
合
計
画
審
議

会
に
報
告
し
、
専
門
的
な
意

見
を
伺
っ
て
い
る
。

　
　
松
島
町
は
︑
12
行
政
区

と
な
っ
た
当
時
と
比
べ
︑
行

政
区
内
の
人
口
動
態
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
︒
様
々
な

歴
史
的
経
緯
︑
地
域
性
が
あ

る
の
は
分
か
る
が
︑
行
政
区

を
維
持
し
て
い
く
上
で
︑
行

政
区
割
り
に
つ
い
て
話
し
合

う
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
︒

町
長　

行
政
区
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
休
止
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
人
口
規
模
の
見

直
し
、
歴
史
的
経
緯
や
地
域

の
つ
な
が
り
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
丁
寧
に
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
区
長
会
等
々
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

今
後
し
ば
ら
く
の
間
︑

松
島
町
の
子
ど
も
の
生
ま
れ

る
人
数
は
40
人
前
後
と
︑
町

で
は
推
測
し
て
い
る
︒
１
学

年
40
人
の
児
童
数
に
対
し
た

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

議
論
を
始
め
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
︒

教
育
長　

就
学
予
定
児
童

数
の
推
移
や
校
舎
等
の
老
朽

化
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
等
々
を

考
え
な
が
ら
、
学
校
再
編
に

向
け
た
基
礎
的
な
情
報
収
集

は
始
め
て
い
る
。
保
護
者
、

地
域
の
住
民
の
皆
様
の
声
を

丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
学
校

の
あ
り
方
を
議
論
し
て
い
き

た
い
。

　
　
先
日
︑
台
湾
か
ら
小
学

生
が
本
町
の
小
中
学
校
を
訪

問
し
交
流
を
深
め
た
︒
国
際

人
を
育
て
る
上
で
大
変
よ
い

こ
と
だ
と
考
る
︒
海
外
か
ら

の
教
育
旅
行
を
積
極
的
に
受

入
れ
て
は
ど
う
か
︒

町
長　

海
外
か
ら
の
教
育

旅
行
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
で
台
湾
か
ら
の
訪

日
教
育
旅
行
者
数
の
拡
大
に

向
け
て
誘
致
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
可
能
な

範
囲
で
訪
日
教
育
旅
行
者
の

受
入
れ
に
努
め
て
く
。

教
育
長　

今
回
の
受
け
入

れ
は
、
先
生
は
少
し
苦
労
し

た
が
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
10
倍
楽
し
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
。
英
語
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
国
際
理
解
教
育

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
学
校

の
行
事
が
ぶ
つ
か
ら
な
け
れ

ば
受
け
入
れ
た
い
。

問

問

問

問

問 人口減少時代の町のあり方をどう
考えているか

答 次期長期総合計画が、まちづくりの
方向性や進むべき目標である

問
新
た
な
外
国
人
向
け
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
開
発
を

答
必
要
に
応
じ
て
外
国
人
観
光
客

の
対
応
に
努
め
て
い
く

櫻
さくら

井
い

　靖
やすし

 議員

一
般
質
問
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一般質問 ここが聞きたい！

　
　
無
料
低
額
診
療
は
︑
経

済
的
理
由
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け

て
も
ら
う
た
め
︑
医
療
機
関

が
患
者
負
担
分
の
医
療
費
の

全
額
か
一
部
を
免
除
で
き
る

制
度
だ
が
︑町
長
の
認
識
は
︒

町
長　

無
料
低
額
診
療
は
、

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
医
療

機
関
の
判
断
で
実
施
し
、
医

療
機
関
は
税
の
優
遇
制
度
を

受
け
ら
れ
る
制
度
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　
県
内
の
無
料
低
額
診
療

施
設
は
10
施
設
︒
町
内
の
院

所
等
に
働
き
か
け
る
考
え
は
︒

町
長　

実
施
に
は
、
人
的

配
置
や
診
療
体
制
整
備
が
必

要
で
規
模
の
小
さ
な
医
療
機

関
に
は
負
担
が
大
き
く
、
実

施
依
頼
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
町
内
の
利
用
人
数
は
把

握
し
て
い
る
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
利
用
者
数

は
把
握
で
き
な
い
。
県
に
は

税
の
優
遇
措
置
の
手
続
上
、

実
績
報
告
が
あ
る
が
市
町
村

ご
と
の
利
用
者
数
は
集
計
し

て
い
な
い
。

　
　
こ
の
制
度
の
趣
旨
や
仕

組
み
︑
実
施
医
療
機
関
に
つ

い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
す
る
考
え
は
︒

　
ま
た
︑
医
療
︑
福
祉
︑
介

護
な
ど
に
関
わ
る
皆
さ
ん
に

制
度
周
知
の
考
え
は
な
い
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
実
施
医
療

機
関
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
が
町
も
周
知
方
法
を

検
討
し
た
い
。

　
　
以
前
︑
院
内
処
方
さ
れ

て
い
た
薬
が
現
在
は
院
外
処

方
に
替
わ
り
無
料
低
額
診
療

の
枠
外
に
な
っ
た
︒
薬
代
が

軽
減
さ
れ
ず
︑
医
療
か
ら
外

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒
制
度

の
不
備
を
埋
め
る
た
め
町
が

助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
調
剤
費
に

対
す
る
助
成
は
難
し
い
。

　
　
来
年
度
か
ら
︑
３
歳
未

満
の
子
が
保
護
者
の
就
労
の

有
無
に
関
ら
ず
月
10
時
間
︑

保
育
施
設
を
利
用
で
き
る

﹁
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
﹂

が
始
ま
る
︒
現
在
の
施
設
容

量
で
︑
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る

保
育
は
可
能
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
制
度
実
施

に
向
け
高
城
保
育
所
で
の
開

始
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、

低
年
齢
児
の
保
育
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
現
在
の
施
設
で
ゆ
と

り
あ
る
保
育
は
大
変
難
し
い
。

　
　

町
の
計
画
で
は
１
日
︑

49
名
の
見
込
み
量
だ
が
ど
う

進
め
る
の
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
計
画
量
の

ク
リ
ア
は
難
し
い
現
状
だ
が
、

定
員
の
余
裕
分
を
活
用
し
な

が
ら
開
始
し
た
い
。

　
　
曜
日
限
定
あ
る
い
は
時

間
限
定
な
ど
考
え
ら
れ
る

が
︑
現
時
点
で
の
考
え
は
︒

町
民
福
祉
課
長　
現
場
の
保

育
士
と
調
整
中
で
、
利
用
園

児
が
少
な
い
時
期
で
の
受
入

れ
な
ど
検
討
し
た
い
。

　
　
高
城
保
育
所
自
体
の
施

設
の
拡
張
も
含
め
て
考
え
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
︒

町
長　

高
城
保
育
所
の
正

面
玄
関
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
、
年
度
後
半
に
は
利
用
状

況
も
分
か
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
鑑
み
て
考
え
た
い
。

問

問問問

問

問問

問問

問 無料低額診療について

答 周知方法を検討したい

問
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

答
ゆ
と
り
あ
る
保
育
は
大
変
難
し
い

今
こん

野
の

　章
あきら

 議員

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
こ
の
ま
ま
で
は
︑
近
い

将
来
︑
松
島
の
人
口
は
１
万

人
を
切
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
︒
１
万
人
時
代
の
松
島
町

の
あ
り
方
に
つ
い
て
︑
町
民

と
腹
を
割
っ
て
話
し
合
う
場

を
設
け
︑
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
︒

町
長　

将
来
の
松
島
町
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
次
期
長
期
総
合
計

画
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
や
進
む
べ
き
目
標
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
と
の
対
話
の
機
会
は

非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る

の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
を

定
期
的
に
開
催
し
、
意
見
を

と
り
ま
と
め
、
有
識
者
等
で

構
成
さ
れ
る
総
合
計
画
審
議

会
に
報
告
し
、
専
門
的
な
意

見
を
伺
っ
て
い
る
。

　
　
松
島
町
は
︑
12
行
政
区

と
な
っ
た
当
時
と
比
べ
︑
行

政
区
内
の
人
口
動
態
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
︒
様
々
な

歴
史
的
経
緯
︑
地
域
性
が
あ

る
の
は
分
か
る
が
︑
行
政
区

を
維
持
し
て
い
く
上
で
︑
行

政
区
割
り
に
つ
い
て
話
し
合

う
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
︒

町
長　

行
政
区
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
休
止
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
人
口
規
模
の
見

直
し
、
歴
史
的
経
緯
や
地
域

の
つ
な
が
り
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
丁
寧
に
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
区
長
会
等
々
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

今
後
し
ば
ら
く
の
間
︑

松
島
町
の
子
ど
も
の
生
ま
れ

る
人
数
は
40
人
前
後
と
︑
町

で
は
推
測
し
て
い
る
︒
１
学

年
40
人
の
児
童
数
に
対
し
た

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

議
論
を
始
め
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
︒

教
育
長　

就
学
予
定
児
童

数
の
推
移
や
校
舎
等
の
老
朽

化
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
等
々
を

考
え
な
が
ら
、
学
校
再
編
に

向
け
た
基
礎
的
な
情
報
収
集

は
始
め
て
い
る
。
保
護
者
、

地
域
の
住
民
の
皆
様
の
声
を

丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
学
校

の
あ
り
方
を
議
論
し
て
い
き

た
い
。

　
　
先
日
︑
台
湾
か
ら
小
学

生
が
本
町
の
小
中
学
校
を
訪

問
し
交
流
を
深
め
た
︒
国
際

人
を
育
て
る
上
で
大
変
よ
い

こ
と
だ
と
考
る
︒
海
外
か
ら

の
教
育
旅
行
を
積
極
的
に
受

入
れ
て
は
ど
う
か
︒

町
長　

海
外
か
ら
の
教
育

旅
行
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
で
台
湾
か
ら
の
訪

日
教
育
旅
行
者
数
の
拡
大
に

向
け
て
誘
致
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
可
能
な

範
囲
で
訪
日
教
育
旅
行
者
の

受
入
れ
に
努
め
て
く
。

教
育
長　

今
回
の
受
け
入

れ
は
、
先
生
は
少
し
苦
労
し

た
が
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
10
倍
楽
し
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
。
英
語
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
国
際
理
解
教
育

に
も
つ
な
が
る
の
で
、
学
校

の
行
事
が
ぶ
つ
か
ら
な
け
れ

ば
受
け
入
れ
た
い
。

問

問

問

問

問 人口減少時代の町のあり方をどう
考えているか

答 次期長期総合計画が、まちづくりの
方向性や進むべき目標である

問
新
た
な
外
国
人
向
け
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
開
発
を

答
必
要
に
応
じ
て
外
国
人
観
光
客

の
対
応
に
努
め
て
い
く

櫻
さくら

井
い

　靖
やすし

 議員

一
般
質
問

11　まつしま議会だより



一般質問 ここが聞きたい！

　
　
本
町
の
宿
泊
数
は
年
々

減
少
し
て
お
り
︑
そ
の
一
つ

の
要
因
と
し
て
︑
夜
間
の
コ

ン
テ
ン
ツ
不
足
が
本
町
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
︑
町
は
現
状
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
︒

町
長　

夜
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
は
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
に
は
複
数
の
事
業
者
が
趣

向
を
凝
ら
し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
事
業
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
浦
橋
で
は
通
年

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
瑞
巌
寺
大
施
餓

鬼
会
や
海
の
盆
、
観
瀾
亭
で

の
月
見
会
も
開
催
し
て
お
り
、

決
し
て
不
足
し
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
観
光
客
や
宿
泊
客
か
ら

の
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
︑

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
が
あ
っ
た
の
か
︑
ま
た
そ

の
課
題
は
︒

産
業
観
光
課
長　
夜
景
や
イ

ベ
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
、
地

元
の
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と

も
魅
力
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。
外
国
人
観
光
客
や
、
地

域
な
ら
で
は
の
食
事
を
楽
し

み
た
い
観
光
客
か
ら
、
夜
間

営
業
し
て
い
る
飲
食
店
等
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
が
、
営
業
時
間
を
縮
小
し

て
い
る
店
舗
も
あ
り
、
今
後

需
要
が
高
ま
れ
ば
夜
間
営
業

を
取
り
入
れ
る
事
業
者
が
出

て
く
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
夜
間
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
創
出
や
充
実
に
向
け
︑

現
在
の
取
り
組
み
状
況
及
び

課
題
は
︒

産
業
観
光
課
長　
安
全
対
策
、

集
客
Ｐ
Ｒ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の

企
画
、
運
営
体
制
、
運
営
資

金
の
確
保
な
ど
課
題
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
現
在
実
施
し
て
い
る

事
業
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

観
光
協
会
や
商
工
会
︑

宿
泊
施
設
︑
観
光
施
設
等
と

連
携
し
︑
夜
間
観
光
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
施
策
や
支
援

策
等
の
考
え
は
︒

産
業
観
光
課
長　
秋
の
紅
葉

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
に
は
事
業

者
と
の
調
整
相
談
や
マ
ス
コ

ミ
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を

行
い
、
観
光
客
の
誘
客
促
進

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
関

係
者
と
連
携
し
既
存
事
業
の

充
実
、
新
規
事
業
の
企
画
提

案
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
夜
間
だ
け
で
は
な

く
早
朝
や
平
日
の
コ
ン
テ
ン

ツ
に
つ
い
て
も
事
業
者
と
連

携
し
滞
在
型
観
光
に
努
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
観
光
客
や
宿
泊
客
が
安

心
し
て
夜
の
観
光
を
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
と
し
て
︑
夜

間
の
安
全
対
策
は
︒

総
務
課
長　
１
，
８
０
０
を

超
え
る
防
犯
灯
が
町
内
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
警
察
等
と
の
情
報
連
携

を
密
に
し
、
防
犯
指
導
隊
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の

協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
よ
り

安
全
安
心
な
環
境
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

問

問

問

問

問

問 夜間の観光コンテンツ不足について
町の認識は

答 決して不足しているとは考えていない

中
なか

島
じま

一
かず

都
と

 議員

松島海岸での花火の様子

夜のイベント（月の松島in観瀾亭）

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
町
民
と
福
祉
の
関
わ
り

に
つ
い
て
︑
各
地
区
に
お
い

て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

な
り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
︒
こ
れ
を
解
決
す
る
に

は
町
民
の
意
識
や
行
動
の
変

容
が
求
め
ら
れ
る
が
︑
分
館

活
動
の
あ
り
方
を
含
め
︑
社

会
教
育
行
政
の
面
か
ら
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
こ
れ
ま
で

担
当
地
区
割
り
や
定
数
の
見

直
し
、
研
修
の
充
実
等
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
、
改
善
を

図
っ
て
き
た
が
、
役
割
や
制

度
に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
付
に
よ
る
周
知

等
を
通
じ
て
、
委
員
の
皆
様

と
協
力
し
て
、
活
動
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
も

分
館
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
・
世
代
間
交
流
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
青
少
年
健

全
育
成
松
島
町
民
会
議
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
教
育
団
体

の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
し

な
が
ら
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

　
　
町
民
と
自
治
会
の
関
わ

り
に
つ
い
て
︑
各
地
区
に
お

い
て
行
政
員
の
な
り
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ

を
解
決
す
る
に
は
町
民
の
意

識
や
行
動
の
変
容
が
求
め
ら

れ
る
が
︑
分
館
活
動
の
あ
り

方
を
含
め
︑
社
会
教
育
行
政

の
面
か
ら
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
︒

　
　
　
行
政
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
新
た
な
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
、
容
易
に
業
務

を
お
願
い
し
な
い
よ
う
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
員
は

地
区
の
町
内
会
長
も
兼
務
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
一

人
に
負
担
が
集
中
し
な
い
よ

う
地
区
に
お
願
い
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
の
分
館
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

区
と
連
携
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供
し
、
広

く
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
こ

と
で
、
住
民
が
地
域
課
題
と

向
き
合
い
、
認
識
を
深
め
、

互
い
に
支
え
合
え
る
環
境
づ

く
り
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
地
区
に
よ
っ
て
は
︑
子

ど
も
会
の
存
続
が
岐
路
に

立
っ
て
い
る
地
区
も
あ
る
︒

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
保
護

者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
の
が
要
因
の
一つ
で
あ
る

が
︑
子
ど
も
に
と
っ
て
は
イ
ベ

ン
ト
を
体
験
す
る
機
会
を
失

う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
︒
こ

れ
か
ら
は
子
ど
も
と
地
域
と

の
繋
が
り
を
模
索
す
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
が
︑
分
館

活
動
の
あ
り
方
を
含
め
︑
町

は
﹁
共
同
養
育
社
会
﹂
の
実

現
に
向
け
て
︑
社
会
教
育
行

政
の
面
か
ら
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
︒

　
　
　
　
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
地
域
、
学
校
、
家
庭

並
び
に
関
係
各
所
と
連
絡
を

図
り
、
子
ど
も
会
と
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
場
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
磯

崎
分
館
の
よ
う
に
子
ど
も
が

色
々
な
分
館
活
動
に
参
加
す

る
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を

呼
ん
で
子
ど
も
会
の
行
事
に

参
加
し
て
も
ら
う
等
、
教
育

関
係
の
社
会
団
体
を
十
分
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

問

教
育
次
長
兼
課
長

問

町
長

教
育
長

問教
育
長

問 地域の担い手不足を解決するために、社会
教育行政の面からどのように支援していくか

答 社会教育だけで地域の担い手不足の問題を解決でき
るものではなく、関係各所と連携を図る必要がある

米
よね

川
かわ

修
しゅう

司
じ

 議員

一
般
質
問
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一般質問 ここが聞きたい！

　
　
本
町
の
宿
泊
数
は
年
々

減
少
し
て
お
り
︑
そ
の
一
つ

の
要
因
と
し
て
︑
夜
間
の
コ

ン
テ
ン
ツ
不
足
が
本
町
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
︑
町
は
現
状
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
︒

町
長　

夜
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
は
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
に
は
複
数
の
事
業
者
が
趣

向
を
凝
ら
し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
事
業
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
浦
橋
で
は
通
年

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
瑞
巌
寺
大
施
餓

鬼
会
や
海
の
盆
、
観
瀾
亭
で

の
月
見
会
も
開
催
し
て
お
り
、

決
し
て
不
足
し
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
観
光
客
や
宿
泊
客
か
ら

の
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
︑

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
が
あ
っ
た
の
か
︑
ま
た
そ

の
課
題
は
︒

産
業
観
光
課
長　
夜
景
や
イ

ベ
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
、
地

元
の
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と

も
魅
力
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。
外
国
人
観
光
客
や
、
地

域
な
ら
で
は
の
食
事
を
楽
し

み
た
い
観
光
客
か
ら
、
夜
間

営
業
し
て
い
る
飲
食
店
等
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
が
、
営
業
時
間
を
縮
小
し

て
い
る
店
舗
も
あ
り
、
今
後

需
要
が
高
ま
れ
ば
夜
間
営
業

を
取
り
入
れ
る
事
業
者
が
出

て
く
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
夜
間
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
創
出
や
充
実
に
向
け
︑

現
在
の
取
り
組
み
状
況
及
び

課
題
は
︒

産
業
観
光
課
長　
安
全
対
策
、

集
客
Ｐ
Ｒ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の

企
画
、
運
営
体
制
、
運
営
資

金
の
確
保
な
ど
課
題
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
現
在
実
施
し
て
い
る

事
業
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

観
光
協
会
や
商
工
会
︑

宿
泊
施
設
︑
観
光
施
設
等
と

連
携
し
︑
夜
間
観
光
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
施
策
や
支
援

策
等
の
考
え
は
︒

産
業
観
光
課
長　
秋
の
紅
葉

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
に
は
事
業

者
と
の
調
整
相
談
や
マ
ス
コ

ミ
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を

行
い
、
観
光
客
の
誘
客
促
進

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
関

係
者
と
連
携
し
既
存
事
業
の

充
実
、
新
規
事
業
の
企
画
提

案
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
設

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
夜
間
だ
け
で
は
な

く
早
朝
や
平
日
の
コ
ン
テ
ン

ツ
に
つ
い
て
も
事
業
者
と
連

携
し
滞
在
型
観
光
に
努
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
観
光
客
や
宿
泊
客
が
安

心
し
て
夜
の
観
光
を
楽
し
め

る
環
境
づ
く
り
と
し
て
︑
夜

間
の
安
全
対
策
は
︒

総
務
課
長　
１
，
８
０
０
を

超
え
る
防
犯
灯
が
町
内
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
夜
間
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
警
察
等
と
の
情
報
連
携

を
密
に
し
、
防
犯
指
導
隊
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の

協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
よ
り

安
全
安
心
な
環
境
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

問

問

問

問

問

問 夜間の観光コンテンツ不足について
町の認識は

答 決して不足しているとは考えていない

中
なか

島
じま

一
かず

都
と

 議員

松島海岸での花火の様子

夜のイベント（月の松島in観瀾亭）

一般質問 ここが聞きたい！

　
　
町
民
と
福
祉
の
関
わ
り

に
つ
い
て
︑
各
地
区
に
お
い

て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

な
り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
︒
こ
れ
を
解
決
す
る
に

は
町
民
の
意
識
や
行
動
の
変

容
が
求
め
ら
れ
る
が
︑
分
館

活
動
の
あ
り
方
を
含
め
︑
社

会
教
育
行
政
の
面
か
ら
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
か
︒

町
民
福
祉
課
長　
こ
れ
ま
で

担
当
地
区
割
り
や
定
数
の
見

直
し
、
研
修
の
充
実
等
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
、
改
善
を

図
っ
て
き
た
が
、
役
割
や
制

度
に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
付
に
よ
る
周
知

等
を
通
じ
て
、
委
員
の
皆
様

と
協
力
し
て
、
活
動
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
も

分
館
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
・
世
代
間
交
流
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
青
少
年
健

全
育
成
松
島
町
民
会
議
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
教
育
団
体

の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
し

な
が
ら
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

　
　
町
民
と
自
治
会
の
関
わ

り
に
つ
い
て
︑
各
地
区
に
お

い
て
行
政
員
の
な
り
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ

を
解
決
す
る
に
は
町
民
の
意

識
や
行
動
の
変
容
が
求
め
ら

れ
る
が
︑
分
館
活
動
の
あ
り

方
を
含
め
︑
社
会
教
育
行
政

の
面
か
ら
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
︒

　
　
　
行
政
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
新
た
な
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
、
容
易
に
業
務

を
お
願
い
し
な
い
よ
う
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
員
は

地
区
の
町
内
会
長
も
兼
務
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
一

人
に
負
担
が
集
中
し
な
い
よ

う
地
区
に
お
願
い
し
て
い
く
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
大
会
等
の
分
館
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

区
と
連
携
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供
し
、
広

く
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
こ

と
で
、
住
民
が
地
域
課
題
と

向
き
合
い
、
認
識
を
深
め
、

互
い
に
支
え
合
え
る
環
境
づ

く
り
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
地
区
に
よ
っ
て
は
︑
子

ど
も
会
の
存
続
が
岐
路
に

立
っ
て
い
る
地
区
も
あ
る
︒

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
保
護

者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
の
が
要
因
の
一つ
で
あ
る

が
︑
子
ど
も
に
と
っ
て
は
イ
ベ

ン
ト
を
体
験
す
る
機
会
を
失

う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
︒
こ

れ
か
ら
は
子
ど
も
と
地
域
と

の
繋
が
り
を
模
索
す
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
が
︑
分
館

活
動
の
あ
り
方
を
含
め
︑
町

は
﹁
共
同
養
育
社
会
﹂
の
実

現
に
向
け
て
︑
社
会
教
育
行

政
の
面
か
ら
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
︒

　
　
　
　
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
地
域
、
学
校
、
家
庭

並
び
に
関
係
各
所
と
連
絡
を

図
り
、
子
ど
も
会
と
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
場
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
磯

崎
分
館
の
よ
う
に
子
ど
も
が

色
々
な
分
館
活
動
に
参
加
す

る
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を

呼
ん
で
子
ど
も
会
の
行
事
に

参
加
し
て
も
ら
う
等
、
教
育

関
係
の
社
会
団
体
を
十
分
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

問

教
育
次
長
兼
課
長

問

町
長

教
育
長

問教
育
長

問 地域の担い手不足を解決するために、社会
教育行政の面からどのように支援していくか

答 社会教育だけで地域の担い手不足の問題を解決でき
るものではなく、関係各所と連携を図る必要がある

米
よね

川
かわ

修
しゅう

司
じ

 議員

一
般
質
問
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令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

令
和
７
年
３
月
26
日
︵
水
︶

行
政
報
告

①
火
災
件
数　
　
　

　
管
内 

53
件
（
前
年
比
７
件
増
）

　
松
島
町
内 

７
件
（
前
年
比
１
件
増
）

②
救
急
出
場
件
数　

　
管
内　

 

１
０
，５
０
５
件

 

（
前
年
比
１
３
８
件
増
）

　
松
島
町
内 

１
，０
７
７
件

 

（
前
年
比
66
件
増
）

※
以
上
、
令
和
６
年
１
月
〜
12
月

③
要
介
護
認
定
審
査
判
定
件
数　

　
管
内　

 

審
査
回
数
２
３
２
回
、
６
，６
７
９
件

　
松
島
町
内 

６
４
６
件

④
障
害
支
援
区
分
判
定
件
数

　
管
内

 

審
査
回
数
32
回
、
３
６
５
件

　
松
島
町
内 

20
件

⑤
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
搬
入
量

　
管
内　

 

７
，１
１
９
ｔ
（
前
年
比
１
３
９
ｔ
減
）

　
松
島
町
内

 

３
，２
９
３
ｔ
（
前
年
比
９
ｔ
減
）

⑥
塩
釡
地
区
り
ふ
斎
場
の
利
用
実
績

 

２
，４
８
７
件
（
前
年
比
９
件
減
）

 

２
２
２
件
（
前
年
比
14
件
減
）

※
以
上
、
令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
２
月

　
議
案
の
審
査
状
況

　
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
条
例
の
制
定
１

件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
１
件
、
令
和
７

年
度
予
算
４
件
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
・
可

決
し
た
。

一
般
質
問

１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

 

米
川　
修
司
議
員

 

片
山　
正
弘
議
員

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

令
和
７
年
３
月
21
日
︵
金
︶

行
政
報
告

①
ご
み
の
搬
入
状
況
（
令
和
７
年
２
月
末
）　

 

４
万
０
，７
２
５
ト
ン

 

（
前
年
比
６
８
３
ト
ン
減
）

　
松
島
町
分

 

５
，２
０
５
ト
ン

 

（
前
年
比
３
８
８
ト
ン
減
）

②
焼
却
灰
、
排
ガ
ス
中
の
放
射
性
物
質
濃
度

及
び
埋
立
地
浸
出
水
処
理
水
、
地
下
水
放

射
性
物
質
濃
度
、
各
施
設
敷
地
空
間
放
射

線
量
の
測
定
結
果
は
、
い
ず
れ
も
目
安
や

基
準
の
範
囲
内
。

※
以
上
、
令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
２
月
末

議
案
の
審
議
状
況

①
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会
の
個
人
情

報
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

②
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

③
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

④
令
和
６
年
度
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

⑤
令
和
７
年
度
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会

計
予
算
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

 

赤
間　
幸
夫
議
員

 

髙
橋　
幸
彦
議
員

一
　
部
　
事
　
務
　
組
　
合
　
議
　
会
　
報
　
告

塩
釡
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

塩
釡
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会

政務活動費の支給について
議員１人あたりに月額7,000円が交付され、議員１人あたりの年間交付額は84,000円（月額7,000円×12ヶ月）
となります。また、「会派」と会派に所属しない個人の「議員」にそれぞれ交付されます。

令和６年度　 政務活動費収支報告

収支報告一覧（単位：円）
会派名・議員名 代表者名 所属議員名 交　付　額 支　　出 残額（返還額）

松 政 ク ラ ブ 髙 橋 利 典
髙 橋 利 典
櫻 井　　 靖
片 山 正 弘

252,000 円 243,498 円 8,502 円
４月～３月　7,000円×12ヶ月×3名 研修費 200,482円

資料購入費 41,616円
事務費 1,400円

公 明 党 後 藤 良 郎 後 藤 良 郎
84,000 円 91,364 円 0円

４月～３月　7,000円×12ヶ月×1名 調査研究費 80,692 円
資材購入費 10,672 円

日 本 共 産 党 今 野　　 章 今 野　　 章
84,000 円 33,804 円 50,196 円

４月～３月　7,000円×12ヶ月×1名 資料購入費 32,012 円
事務費 1,792 円

菅 野 隆 二

84,000 円 89,390 円 0円
4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 調査研究費 35,180 円

資料作成費 7,450 円
資料購入費 7,920 円
広報費 20,860 円
事務費 17,980 円

米 川 修 司

84,000 円 94,980 円 0円
4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 70,180 円

資料購入費 4,800 円
広報費 20,000 円

櫻 井 貞 子
84,000 円 85,178 円 0円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 31,000 円
資材購入費 54,178 円

中 島 一 都
84,000 円 34,980 円 49,020 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 調査研究費 34,980 円

赤 間 幸 夫
84,000 円 85,218 円 0円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 39,330 円
資材購入費 45,888 円

髙 橋 幸 彦
84,000 円 9,972 円 74,028 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 資材購入費 9,972 円

阿 部 幸 夫
84,000 円 22,372 円 61,628 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 資料購入費 22,372 円

小 澤 陽 子
84,000 円 36,800 円 47,200 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 11,000 円
資材購入費 25,800 円

色 川 晴 夫
84,000 円 88,372 円 0円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 資料購入費 22,372 円
広報費 66,000 円

※ 公明党、菅野隆二議員、米川修司議員、櫻井貞子議員、赤間幸夫議員、色川晴夫議員の残額（返還額）については、
交付額よりも支出額が多いため交付額により算出

政
務
活
動
費
報
告
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令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

令
和
７
年
３
月
26
日
︵
水
︶

行
政
報
告

①
火
災
件
数　
　
　

　
管
内 

53
件
（
前
年
比
７
件
増
）

　
松
島
町
内 

７
件
（
前
年
比
１
件
増
）

②
救
急
出
場
件
数　

　
管
内　

 

１
０
，５
０
５
件

 

（
前
年
比
１
３
８
件
増
）

　
松
島
町
内 

１
，０
７
７
件

 

（
前
年
比
66
件
増
）

※
以
上
、
令
和
６
年
１
月
〜
12
月

③
要
介
護
認
定
審
査
判
定
件
数　

　
管
内　

 

審
査
回
数
２
３
２
回
、
６
，６
７
９
件

　
松
島
町
内 

６
４
６
件

④
障
害
支
援
区
分
判
定
件
数

　
管
内

 

審
査
回
数
32
回
、
３
６
５
件

　
松
島
町
内 

20
件

⑤
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
搬
入
量

　
管
内　

 

７
，１
１
９
ｔ
（
前
年
比
１
３
９
ｔ
減
）

　
松
島
町
内

 

３
，２
９
３
ｔ
（
前
年
比
９
ｔ
減
）

⑥
塩
釡
地
区
り
ふ
斎
場
の
利
用
実
績

 

２
，４
８
７
件
（
前
年
比
９
件
減
）

 

２
２
２
件
（
前
年
比
14
件
減
）

※
以
上
、
令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
２
月

　
議
案
の
審
査
状
況

　
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
条
例
の
制
定
１

件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
１
件
、
令
和
７

年
度
予
算
４
件
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
・
可

決
し
た
。

一
般
質
問

１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

 

米
川　
修
司
議
員

 

片
山　
正
弘
議
員

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

令
和
７
年
３
月
21
日
︵
金
︶

行
政
報
告

①
ご
み
の
搬
入
状
況
（
令
和
７
年
２
月
末
）　

 

４
万
０
，７
２
５
ト
ン

 

（
前
年
比
６
８
３
ト
ン
減
）

　
松
島
町
分

 

５
，２
０
５
ト
ン

 

（
前
年
比
３
８
８
ト
ン
減
）

②
焼
却
灰
、
排
ガ
ス
中
の
放
射
性
物
質
濃
度

及
び
埋
立
地
浸
出
水
処
理
水
、
地
下
水
放

射
性
物
質
濃
度
、
各
施
設
敷
地
空
間
放
射

線
量
の
測
定
結
果
は
、
い
ず
れ
も
目
安
や

基
準
の
範
囲
内
。

※
以
上
、
令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
２
月
末

議
案
の
審
議
状
況

①
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会
の
個
人
情

報
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

②
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

③
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

④
令
和
６
年
度
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

⑤
令
和
７
年
度
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会

計
予
算
に
つ
い
て

 

原
案
の
と
お
り
可
決

 

赤
間　
幸
夫
議
員

 

髙
橋　
幸
彦
議
員

一
　
部
　
事
　
務
　
組
　
合
　
議
　
会
　
報
　
告

塩
釡
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

塩
釡
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会

政務活動費の支給について
議員１人あたりに月額7,000円が交付され、議員１人あたりの年間交付額は84,000円（月額7,000円×12ヶ月）
となります。また、「会派」と会派に所属しない個人の「議員」にそれぞれ交付されます。

令和６年度　 政務活動費収支報告

収支報告一覧（単位：円）
会派名・議員名 代表者名 所属議員名 交　付　額 支　　出 残額（返還額）

松 政 ク ラ ブ 髙 橋 利 典
髙 橋 利 典
櫻 井　　 靖
片 山 正 弘

252,000 円 243,498 円 8,502 円
４月～３月　7,000円×12ヶ月×3名 研修費 200,482円

資料購入費 41,616円
事務費 1,400円

公 明 党 後 藤 良 郎 後 藤 良 郎
84,000 円 91,364 円 0円

４月～３月　7,000円×12ヶ月×1名 調査研究費 80,692 円
資材購入費 10,672 円

日 本 共 産 党 今 野　　 章 今 野　　 章
84,000 円 33,804 円 50,196 円

４月～３月　7,000円×12ヶ月×1名 資料購入費 32,012 円
事務費 1,792 円

菅 野 隆 二

84,000 円 89,390 円 0円
4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 調査研究費 35,180 円

資料作成費 7,450 円
資料購入費 7,920 円
広報費 20,860 円
事務費 17,980 円

米 川 修 司

84,000 円 94,980 円 0円
4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 70,180 円

資料購入費 4,800 円
広報費 20,000 円

櫻 井 貞 子
84,000 円 85,178 円 0円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 31,000 円
資材購入費 54,178 円

中 島 一 都
84,000 円 34,980 円 49,020 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 調査研究費 34,980 円

赤 間 幸 夫
84,000 円 85,218 円 0円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 39,330 円
資材購入費 45,888 円

髙 橋 幸 彦
84,000 円 9,972 円 74,028 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 資材購入費 9,972 円

阿 部 幸 夫
84,000 円 22,372 円 61,628 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 資料購入費 22,372 円

小 澤 陽 子
84,000 円 36,800 円 47,200 円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 研修費 11,000 円
資材購入費 25,800 円

色 川 晴 夫
84,000 円 88,372 円 0円

4月～3月　7,000円×12ヶ月×1名 資料購入費 22,372 円
広報費 66,000 円

※ 公明党、菅野隆二議員、米川修司議員、櫻井貞子議員、赤間幸夫議員、色川晴夫議員の残額（返還額）については、
交付額よりも支出額が多いため交付額により算出

一
部
事
務
組
合
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 2025
令
和
７
年
８
月

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
広
報
分
科
会

 

会　
長　
櫻
井　
　
靖

 

副
会
長　
桜
井
て
い
こ

 

委　
員　
菅
野　
隆
二

 

委　
員　
米
川　
修
司

 

委　
員　
中
島　
一
都

 

委　
員　
小
澤　
陽
子

 

委　
員　
髙
橋　
利
典

暑
い
夏
に
涼
し
げ
に
走
る
松
島
町

営
バ
ス
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
が
私
は
好

き
で
す
。本
町
が
加
盟
し
て
い
る『
世

界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
』
の
ロ

ゴ
と
松
島
町
の
マ
ー
ク
の
調
和
で
す
。

皆
さ
ま
の
献
身
的
な
環
境
美
化
に

よ
り
松
島
湾
か
ら
世
界
の
海
が
浄
化

さ
れ
地
球
が
美
し
い
水
で
満
た
さ
れ

る
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

 

（
小
澤　
陽
子
）

町民インタビュー

議会だより表紙に各地区の活動を紹介しま
す。今回は根廻分館の分館長にインタビュー
しました。

根廻分館分館長

小
お

　島
じま

　　　彰
あきら

 さん

毎年度恒例の分館活動は
どのようなものがありますか。

昨年は大雨で中止となりましたが、「ねまわり
のひまわりまつり」は分館の一大イベントであ
り、今年は是非とも開催したいです。

これから新たに取り組みたい
企画等があれば教えてください。

以前に試みたことがありますが、あらためて
フラワーアレンジメント等の企画に取り組んで
みたいです。

根廻地区の今後の課題を
教えてください。

根廻地区は「松島のへそ」であるにもかかわ
らず、今のところ世帯数が減り続けているので、
地区単体で何ができるか考えていきたいです。

議会に対してのご要望やご意見を
お聞かせください。

少子高齢化に関しては、議会が何らかの方策
を町へ提言して、それが実現することを期待し
ています。議員の考え方はそれぞれ異なります
が、議会が何かをやり遂げなければならない場
面では、議員が一丸となって取り組んでほしい
です。

次回 
第３回 定例会
９月２日（火）

開会予定
▶  議場で傍聴される方は住所と氏名
の記入をお願いします

議会情報はここからどうぞ

まつしま議会だより
バックナンバー
こちらから

松島町議会
ホームページ
こちらから

記事の訂正について
「まつしま議会だより」第162号の22ページ目に記

載しておりました障害者手帳の担当課に誤りがありま
した。正しくは、身体障害と知的障害は町民福祉課、精
神障害は健康長寿課です。お詫びするとともに訂正い
たします。

まつしま議会だより　16


